
のびのび遊ぼう、白石っこ！
「第40回こどもまつり」を開催しました

　５月28日、「第40回こどもまつり」を中央公民館で開
催しました。晴天に恵まれたこの日は、来場者やスタッ
フなど750人が参加。屋外ではシャボン玉やペットボトル
ボウリング、丸太切り体験、屋内ではハンマーダッシュ
やストラックアウト、大なわ飛び、大型絵本の展示など、
たくさんの「あそび」のコーナーを設置。来場した子ど

白石城周辺をウォーキング
しろいしウォーキングマップを活用

▲新緑や花々を見ながら、さわやかな汗を流しました

　６月５日、「しろいしウォーキングマップ」を活用し
たウォーキング教室を開催しました。「しろいしウォー
キングマップ」は、生活習慣病や認知症予防などに効果
があるウォーキングを推進するため、新たに市が作成。
白石城・益岡公園を中心とした４つのコースを設定しま
した。この日は市内から15人が参加。健康運動指導士を
講師に招き、参加者それぞれのペースでウォーキングを
楽しみました。参加者は「景色を見ながら気持ちよく歩
けました。これから無理なく続けていきたいです」と話
してくれました。

1_キッチンカーから提供されるうーめんバーガーをいまかいまか
と楽しみに待つ来場者たち　2_佐藤美佐子さんが歌う「一

いっ

白
ぱく

」は、
市民一人一人の「白」への想いが込められた曲です　3_今回のイ
ベントで初登場した「うーめんバーガー」

白石の新たな名物を発掘しよう！
「フロム蔵王百白祭り～春の陣～」が開催

　５月28日、本市の伝統の白い特産品「白石三白」に続
く新たな名物を作って全国に発信しようと「フロム蔵王
百白祭り～春の陣～」が開催されました。このイベント
は、温麺、和紙、寒くずの白石三白にとどまらず、「白」
にこだわった白石の新たな宝物や名物を作り上げ、百ま
で増やしていこうと市内の経営者などで立ち上げた「百
白プロジェクト」が主催したもので、今年で２回目。
　食の部門では、温麺を焼き固めバンズ代わりにして鶏
肉をはさんだ「うーめんバーガー」、白い揚げ色のカツ
と温麺を白いパン生地ではさんだ「ホワイトバーガー」
が提供され、来場者は新たな「白」の誕生に興味津々で
並んでいました。
　会場となったフロム蔵王アイランド（福岡深谷地内）
は、乳牛を100頭ほど飼育していた牧場跡地に、ログハ
ウスや、小学校の校舎を移築して内部をコンサートホー
ルや飲食エリアに使用できるように改修したメーンハウ
スを建設。この日のコンサートでは、市内在住のシンガ
ーソングライター佐

さ

藤
とう

美
み

佐
さ

子
こ

さんがピアノ弾き語りを披
露。メインハウスの外の広場では、参加者が輪になって
さまざまな打楽器をたたくドラムサークルが演奏された
り、広場では小型無人機「ドローン」の操縦体験も行わ
れたりしました。蔵王山麓の大自然に囲まれてきれいな

空気の中、大人から子どもまで楽しめるイベントが満載
の一日となりました。

３

お米づくりを体験しよう！
「田んぼワクワク講座」を開催！

▲みんなで記念撮影。秋の収穫まで一緒に頑張ろう！

　５月21日、福岡上原地区の水田で「田んぼワクワク講
座」を開催しました。この講座は上原自治会の協力のも
と、田植えや稲刈りなどの米作りや、白石の豊かな自然
を体験してもらう講座です。この日は仙台市在住の２組
を含む７組21人が参加。参加者はぬかるみに悪戦苦闘し
ながらも、少しずつ丁寧に稲を植えていきました。子ど
もたちは田んぼや水路の生き物を探しまわる一幕もあ
り、笑顔が絶えない講座となりました。
　この講座は11月まで全８回開催し、収穫祭には手植え
から収穫まで手がけたお米10kgがプレゼントされます。
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▲泰一さんの長寿を祝うご家族と山田市長

100歳おめでとうございます
一條泰一さんに松竹梅敬老祝金

　５月26日、翌日に100歳を迎える一
いち

條
じょう

泰
たい

一
いち

さんを山田
市長が訪ね、松竹梅敬老祝金と祝詞を贈り長寿を祝いま
した。泰一さんは大鷹沢のお生まれ。農業に従事して、
米や野菜を作る一方、農閑期には屋根のかやぶきの仕事
をして子ども４人を育てました。現在は孫が３人、ひ孫
が５人います。普段は茶の間で過ごすことが多く、テレ
ビでのど自慢や相撲を見ることが楽しみです。長生きの
秘
ひ

訣
けつ

は、愛飲しているローヤルゼリー入りのドリンク。
　この日も泰一さんは、お祝いに来たお客さんに「元気
になるよ」とドリンクをおすそ分けしていました。

▲剣先を握って舞を披露する榊流大町神楽継承会の皆さん

能舞台で伝統芸能を披露
第25回白石市伝統芸能フェスティバル

　６月４日、「第25回白石市伝統芸能フェスティバル」
が古典芸能伝承の館碧水園で行われました。この催しは、
市民の皆さんが伝統芸能に触れ親しむことでその魅力を
より身近に感じてもらおうと、毎年開催しています。こ
の日は、碧水園で活動する、市内の伝統芸能愛好家たち
11団体77人が出演。長唄、尺八、箏曲、詩吟、日本舞踊、
仕舞など、日ごろの練習の成果を披露していました。
　この日最後の演目には、榊流大町神楽継承会が５月３
日に大阪城ファミリーフェスティバルで演舞した三剣の
舞が披露され、観客を魅了していました。

1_ペットボトルボウリングの様子。ストライクを狙って、えい！
2・3_力いっぱい丸太を切って、切れ端を飾り付ければ自分だけ
のアクセサリーに　4_タイミングよく走ってジャンプ！
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もたちは元気いっぱい楽しい時間を過ごしていました。
　このまつりには、市内の母親クラブや子ども会育成会、
民生委員・児童委員、児童館を運営するNPO法人、ジ
ュニアリーダー、高校生のボランティアなど多くの人た
ちが参加。団体の垣根を越えて、地域が連携して子ども
たちの健全育成を応援しています。
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皆さんからのすてきな情報を待っています！ まちかどズームイン


